
(57)【要約】

【課題】車輪駆動力の少なくとも一部をモータトルクに

より賄うモード時に、エンジンおよびモータからの動力

の双方を伝達するクラッチの容量を最適にして燃費改善

を図る。

【解決手段】Ｓ21で、車両過渡応答分伝達トルク容量を

目標入力軸トルクtTiと、車両過渡応答用安全率との乗

算により求め、Ｓ22で、エンジントルク分担分の伝達ト

ルク容量を目標エンジントルクtTeと、エンジン用の安

全率（1．3）との乗算により求め、Ｓ23で、モータ/ジ

ェネレータトルク分担分の伝達トルク容量を目標モータ

/ジェネレータトルクtTmと、モータ/ジェネレータ用の

安全率（1．0）との乗算により求め、Ｓ24で、クラッチ

応答分伝達トルク容量を目標入力軸トルクtTiと、クラ

ッチ応答用安全率との乗算により求め、Ｓ25で、イナー

シャトルク分伝達トルク容量を求め、Ｓ26で、上記の5

者を合算してHEVモードでの目標第2クラッチ伝達トルク

容量tTc2とする。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 動 力 源 と し て エ ン ジ ン お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ を 具 え 、 こ れ ら エ ン ジ ン お よ び モ ー
タ /ジ ェ ネ レ ー タ 間 に 伝 達 ト ル ク 容 量 を 変 更 可 能 な 第 1ク ラ ッ チ を 介 在 さ せ 、 モ ー タ /ジ ェ
ネ レ ー タ お よ び 駆 動 車 輪 間 に 伝 達 ト ル ク 容 量 を 変 更 可 能 な 第 2ク ラ ッ チ を 介 在 さ せ 、
　 エ ン ジ ン を 停 止 さ せ 、 第 1ク ラ ッ チ を 解 放 す る と 共 に 第 2ク ラ ッ チ を 締 結 す る こ と に よ り
モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 の み に よ る 電 気 走 行 モ ー ド を 選 択 可 能 で 、 第 1ク ラ ッ チ お
よ び 第 2ク ラ ッ チ を 共 に 締 結 す る こ と に よ り エ ン ジ ン お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の 双 方 か
ら の 動 力 に よ る ハ イ ブ リ ッ ド 走 行 モ ー ド を 選 択 可 能 な ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に お い て 、
　 車 輪 駆 動 力 の 少 な く と も 一 部 と し て 前 記 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 を 用 い た 走 行
中 、 前 記 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の ト ル ク 分 担 分 に つ い て
は 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク と モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 と に 基 づ き 、 エ ン ジ ン
の ト ル ク 分 担 分 に つ い て の 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 と 切 り 離 し て 求 め る よ う 構 成 し
た こ と を 特 徴 と す る 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 が 、 エ ン ジ ン の ト ル ク 分 担 分 に つ い て 第 2ク ラ ッ チ
の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 求 め る と き に 用 い る 安 全 率 よ り も 低 い も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 は 、 前 記 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の 回 転 変 化 に 伴 う 回 転
イ ナ ー シ ャ 分 だ け 補 正 し た モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を 用 い て 演 算 す る よ う 構 成 し た こ
と を 特 徴 と す る 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 1～ 3の い ず れ か 1項 に 記 載 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 は 、 前 記 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら 駆 動 車 輪 に 向 か う
ト ル ク 変 化 を 惹 起 す る 補 機 の 駆 動 に 費 や さ れ る ト ル ク 分 だ け 低 下 さ せ た モ ー タ /ジ ェ ネ レ
ー タ ト ル ク を 用 い て 演 算 す る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の ク ラ ッ
チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 1～ 4の い ず れ か 1項 に 記 載 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 は 、 前 記 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら 駆 動 車 輪 に 向 か う
ト ル ク 変 化 を 惹 起 す る 摩 擦 力 で 消 費 さ れ る ト ル ク 分 だ け 低 下 さ せ た モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ
ト ル ク を 用 い て 演 算 す る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の ク ラ ッ チ 伝
達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 1～ 5の い ず れ か 1項 に 記 載 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 電 気 走 行 モ ー ド で の 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 は 、 前 記 第 2ク ラ ッ チ の ス リ ッ プ
を 検 出 し 、 該 ス リ ッ プ の 検 出 ま で 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 低 下 さ せ 、 該 ス リ ッ プ
の 検 出 時 に 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 増 大 さ せ る 学 習 制 御 に よ り 求 め る よ う 構 成 し
た こ と を 特 徴 と す る 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ン ジ ン 以 外 に モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 に よ っ て も 走 行 す る こ と が
で き 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 の み に よ り 走 行 す る 電 気 走 行 (EV)モ ー ド と 、 エ ン
ジ ン お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の 双 方 か ら の 動 力 に よ り 走 行 可 能 な ハ イ ブ リ ッ ド 走 行 (HE
V)モ ー ド と を 有 す る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に 関 し 、 特 に 、 車 輪 駆 動 力 の 少 な く と も 一 部 と し て
モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 を 用 い た 走 行 中 に 、 エ ン ジ ン お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ
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か ら の 動 力 の 双 方 を 駆 動 車 輪 に 向 か わ せ る ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 適 切 に 制 御 す る た
め の 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 の よ う な ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に 用 い る ハ イ ブ リ ッ ド 駆 動 装 置 と し て は 従 来 、 様 々 な 型
式 の も の が 提 案 さ れ て い る が 、 そ の う ち の 1つ と し て 、 特 許 文 献 1に 記 載 の ご と き も の が 知
ら れ て い る 。
　 こ の ハ イ ブ リ ッ ド 駆 動 装 置 は 、 エ ン ジ ン 回 転 を 変 速 機 に 向 か わ せ る 軸 に 結 合 し て 、 こ れ
ら エ ン ジ ン お よ び 変 速 機 間 に モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ を 具 え 、 エ ン ジ ン お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ
レ ー タ 間 を 切 り 離 し 可 能 に 結 合 す る 第 1ク ラ ッ チ を 有 す る と 共 に 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ お
よ び 変 速 機 出 力 軸 間 を 切 り 離 し 可 能 に 結 合 す る 第 2ク ラ ッ チ を ト ル ク コ ン バ ー タ の 代 わ り
に 有 し た 構 成 に な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る ハ イ ブ リ ッ ド 駆 動 装 置 を 具 え た ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 は 、 第 1ク ラ ッ チ を 解 放 す る と
共 に 第 2ク ラ ッ チ を 締 結 す る 場 合 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 の み に よ り 走 行 す る 電
気 走 行 (EV)モ ー ド と な り 、 第 1ク ラ ッ チ お よ び 第 2ク ラ ッ チ を と も に 締 結 す る 場 合 、 エ ン ジ
ン お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の 双 方 か ら の 動 力 に よ り 走 行 可 能 な ハ イ ブ リ ッ ド 走 行 (HEV)
モ ー ド と な り 得 る 。
　 従 っ て 上 記 の 第 2ク ラ ッ チ が 、 エ ン ジ ン お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 の 双 方 を
駆 動 車 輪 に 向 か わ せ る ク ラ ッ チ に 相 当 し 、 該 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 が 本 発 明 の 制
御 対 象 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ０ ８ ２ ２ ６ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 主 動 力 源 と し て エ ン ジ ン を 搭 載 し た 車 両 に あ っ て 、 伝 動 系 に お け る 上 記 第 2ク ラ ッ チ の
よ う な ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 に 際 し て は 、 自 動 変 速 機 内 の ク ラ ッ チ や ブ レ ー キ の
締 結 力 制 御 に 際 し て 行 わ れ て い る よ う に 、 該 ク ラ ッ チ へ の 入 力 ト ル ク に 関 与 す る 主 動 力 源
と し て の エ ン ジ ン の ト ル ク 情 報 を エ ン ジ ン ス ロ ッ ト ル 開 度 や ア ク セ ル 開 度 か ら 入 手 し 、 こ
れ と 、 ク ラ ッ チ の ス リ ッ プ 防 止 用 に 設 定 し た 安 全 率 と か ら 、 ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を
決 定 す る の が 常 套 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で エ ン ジ ン ト ル ク は 、 静 的 な 不 定 分 や 、 脈 動 分 を 内 包 す る ほ か 、 動 特 性 を も っ た
も の で あ り 、 こ れ ら に よ っ て も ク ラ ッ チ が ス リ ッ プ す る こ と の な い よ う に す る 必 要 が あ り
、 エ ン ジ ン ト ル ク の 静 的 な 不 定 分 や 、 脈 動 分 や 、 動 特 性 を 考 慮 し て 必 然 的 に 上 記 の 安 全 率
を 例 え ば 1． 3の よ う な 大 き な 安 全 率 に 設 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 主 動 力 源 と し て の エ ン ジ ン の ほ か に モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ を も 動 力 源 と し て 搭
載 し た 前 記 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 場 合 も 、 そ の 伝 動 系 に 挿 置 し た 前 記 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト
ル ク 容 量 制 御 に 際 し て は 、 主 動 力 源 で あ る エ ン ジ ン 用 の 大 き な 安 全 率 を 用 い て 第 2ク ラ ッ
チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 決 定 す る の が 常 識 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 か よ う に エ ン ジ ン 用 の 大 き な 安 全 率 を 用 い て 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を
決 定 す る の で は 、 車 輪 駆 動 力 の 少 な く と も 一 部 と し て モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 を
用 い た 、 EVモ ー ド で の 走 行 中 は 勿 論 の こ と 、 HEVモ ー ド や 、 こ れ ら モ ー ド 間 で の モ ー ド 切
り 替 え 時 に 、 前 記 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 が 過 大 に な り 、 後 述 の 問 題 を 生 ず る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 つ ま り 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ は エ ン ジ ン に 比 べ て 、 ト ル ク の 静 的 な 不 定 分 や 脈 動 が 少
な く 、 制 御 の 応 答 性 も 高 い こ と か ら 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の ト ル ク 分 担 分 に つ い て 第 2ク
ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 決 定 す る 場 合 に 用 い る モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 は 、 エ
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ン ジ ン 用 の 安 全 率 よ り 大 幅 に 低 下 し て も 第 2ク ラ ッ チ の ス リ ッ プ を 生 ず る こ と が な い 。
　 こ れ が た め 、 常 時 エ ン ジ ン 用 の 大 き な 安 全 率 を 用 い て 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を
決 定 す る の で は 、 車 輪 駆 動 力 の 少 な く と も 一 部 と し て モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 を
用 い た 、 EVモ ー ド や 、 HEVモ ー ド や 、 こ れ ら モ ー ド 間 で の モ ー ド 切 り 替 え 時 に 、 第 2ク ラ ッ
チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 が 過 大 と な り 、 容 量 過 大 分 の エ ネ ル ギ ー が 無 駄 に 費 や さ れ て 燃 費 の 悪
化 や 動 力 性 能 の 低 下 を 招 く 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 車 輪 駆 動 力 の 少 な く と も 一 部 と し て モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 を 用 い
る 場 合 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の ト ル ク 分 担 分 に つ い て は 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 の
決 定 に 際 し 、 小 さ く す る こ と が 可 能 な モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 を 用 い て 当 該 決 定
を 行 う よ う に す る こ と で 、 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 が 過 大 に な る の を 防 止 し て 上 記
し た 燃 費 の 悪 化 や 動 力 性 能 の 低 下 に 関 す る 問 題 を 回 避 し 得 る よ う に し た ハ イ ブ リ ッ ド 車 両
の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 を 提 案 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 目 的 の た め 、 本 発 明 に よ る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 は
、 請 求 項 １ に 記 載 し た 以 下 の 構 成 と す る 。
　 先 ず 、 前 提 と な る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 を 説 明 す る に 、 こ れ は 、
　 動 力 源 と し て エ ン ジ ン お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ を 具 え 、 こ れ ら エ ン ジ ン お よ び モ ー
タ /ジ ェ ネ レ ー タ 間 に 伝 達 ト ル ク 容 量 を 変 更 可 能 な 第 1ク ラ ッ チ を 介 在 さ せ 、 モ ー タ /ジ ェ
ネ レ ー タ お よ び 駆 動 車 輪 間 に 伝 達 ト ル ク 容 量 を 変 更 可 能 な 第 2ク ラ ッ チ を 介 在 さ せ 、
　 エ ン ジ ン を 停 止 さ せ 、 第 1ク ラ ッ チ を 解 放 す る と 共 に 第 2ク ラ ッ チ を 締 結 す る こ と に よ り
モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 の み に よ る 電 気 走 行 モ ー ド を 選 択 可 能 で 、 第 1ク ラ ッ チ お
よ び 第 2ク ラ ッ チ を 共 に 締 結 す る こ と に よ り エ ン ジ ン お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の 双 方 か
ら の 動 力 に よ る ハ イ ブ リ ッ ド 走 行 モ ー ド を 選 択 可 能 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 か か る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 に お い て 、
　 車 輪 駆 動 力 の 少 な く と も 一 部 と し て 前 記 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 を 用 い た 走 行
中 、 前 記 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の ト ル ク 分 担 分 に つ い て
は 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク と モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 と に 基 づ き 、 エ ン ジ ン
の ト ル ク 分 担 分 に つ い て の 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 と 切 り 離 し て 求 め る よ う 構 成 し
た 点 に 特 徴 づ け ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 し た 本 発 明 に よ る ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 に よ れ ば 、
　 車 輪 駆 動 力 の 少 な く と も 一 部 と し て モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ か ら の 動 力 を 用 い た 走 行 中 、
第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の ト ル ク 分 担 分 に つ い て は 、 モ ー
タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク と モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 と に 基 づ き 、 エ ン ジ ン の ト ル ク
分 担 分 に つ い て の 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 と 切 り 離 し て 求 め る た め 、
　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ の ト ル ク 分 担 分 に つ い て の 安 全 率 が 適 切 で 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ
の ト ル ク 分 担 分 に つ い て 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 が 過 大 に な る こ と が な く 、 前 記 し
た 燃 費 の 悪 化 や 動 力 性 能 の 低 下 に 関 す る 問 題 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 示 す 実 施 例 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 1は 、 本 発 明 の ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 装 置 を 適 用 可 能 な ハ イ ブ リ ッ ド 駆 動 装 置
を 具 え た フ ロ ン ト エ ン ジ ン ・ リ ヤ ホ イ ー ル ド ラ イ ブ 式 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の パ ワ ー ト レ ー ン
を 示 し 、 1は エ ン ジ ン 、 2は 駆 動 車 輪 （ 後 輪 ） で あ る 。
　 図 1に 示 す ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の パ ワ ー ト レ ー ン に お い て は 、 通 常 の 後 輪 駆 動 車 と 同 様 に
エ ン ジ ン 1の 車 両 前 後 方 向 後 方 に 自 動 変 速 機 3を タ ン デ ム に 配 置 し 、 エ ン ジ ン 1（ ク ラ ン ク
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シ ャ フ ト 1a） か ら の 回 転 を 自 動 変 速 機 3の 入 力 軸 3aへ 伝 達 す る 軸 4に 結 合 し て モ ー タ /ジ ェ
ネ レ ー タ 5を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5は 、 モ ー タ と し て 作 用 し た り 、 ジ ェ ネ レ ー タ （ 発 電 機 ） と し て 作
用 す る も の で 、 エ ン ジ ン 1お よ び 自 動 変 速 機 3間 に 配 置 す る 。
　 こ の モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5お よ び エ ン ジ ン 1間 に 、 よ り 詳 し く は 、 軸 4と エ ン ジ ン ク ラ ン
ク シ ャ フ ト 1aと の 間 に 第 1ク ラ ッ チ 6を 介 挿 し 、 こ の 第 1ク ラ ッ チ 6に よ り エ ン ジ ン 1お よ び
モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5間 を 切 り 離 し 可 能 に 結 合 す る 。
　 こ こ で 第 1ク ラ ッ チ 6は 、 伝 達 ト ル ク 容 量 を 連 続 的 ま た は 段 階 的 に 変 更 可 能 な も の と し 、
例 え ば 、 比 例 ソ レ ノ イ ド で ク ラ ッ チ 作 動 油 流 量 お よ び ク ラ ッ チ 作 動 油 圧 を 連 続 的 に 制 御 し
て 伝 達 ト ル ク 容 量 を 変 更 可 能 な 湿 式 多 板 ク ラ ッ チ で 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5お よ び 自 動 変 速 機 3間 に 、 よ り 詳 し く は 、 軸 4と 変 速 機 入 力 軸 3aと
の 間 に 第 2ク ラ ッ チ 7を 介 挿 し 、 こ の 第 2ク ラ ッ チ 7に よ り モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5お よ び 自 動
変 速 機 3間 を 切 り 離 し 可 能 に 結 合 す る 。
　 第 2ク ラ ッ チ 7も 第 1ク ラ ッ チ 6と 同 様 、 伝 達 ト ル ク 容 量 を 連 続 的 ま た は 段 階 的 に 変 更 可 能
な も の と し 、 例 え ば 、 比 例 ソ レ ノ イ ド で ク ラ ッ チ 作 動 油 流 量 お よ び ク ラ ッ チ 作 動 油 圧 を 連
続 的 に 制 御 し て 伝 達 ト ル ク 容 量 を 変 更 可 能 な 湿 式 多 板 ク ラ ッ チ で 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 自 動 変 速 機 3は 、 2003年 1月 、 日 産 自 動 車 （ 株 ） 発 行 「 ス カ イ ラ イ ン 新 型 車 （ CV35型 車 ）
解 説 書 」 第 C－ 9頁 ～ 第 C－ 22頁 に 記 載 さ れ た と 同 じ も の と し 、 複 数 の 摩 擦 要 素 （ ク ラ ッ チ
や ブ レ ー キ 等 ） を 選 択 的 に 締 結 し た り 解 放 す る こ と で 、 こ れ ら 摩 擦 要 素 の 締 結 ・ 解 放 組 み
合 わ せ に よ り 伝 動 系 路 （ 変 速 段 ） を 決 定 す る も の と す る 。
　 従 っ て 自 動 変 速 機 3は 、 入 力 軸 3aか ら の 回 転 を 選 択 変 速 段 に 応 じ た ギ ヤ 比 で 変 速 し て 出
力 軸 3bに 出 力 す る 。
　 こ の 出 力 回 転 は 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ヤ 装 置 8に よ り 左 右 後 輪 2へ 分 配 し て 伝 達 さ れ 、
車 両 の 走 行 に 供 さ れ る 。
　 但 し 自 動 変 速 機 3は 、 上 記 し た よ う な 有 段 式 の も の に 限 ら れ ず 、 無 段 変 速 機 で あ っ て も
よ い の は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 し た 図 1の パ ワ ー ト レ ー ン に お い て は 、 停 車 状 態 か ら の 発 進 時 な ど を 含 む 低 負 荷 ・
低 車 速 時 に 用 い ら れ る 電 気 走 行 (EV)モ ー ド が 要 求 さ れ る 場 合 、 第 1ク ラ ッ チ 6を 解 放 し 、 第
2ク ラ ッ チ 7を 締 結 し 、 自 動 変 速 機 3を 動 力 伝 達 状 態 に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 状 態 で モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5を 駆 動 す る と 、 当 該 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5か ら の 出 力
回 転 の み が 変 速 機 入 力 軸 3aに 達 す る こ と と な り 、 自 動 変 速 機 3が 当 該 入 力 軸 3aへ の 回 転 を
、 選 択 中 の 変 速 段 に 応 じ 変 速 し て 変 速 機 出 力 軸 3bよ り 出 力 す る 。
　 変 速 機 出 力 軸 3bか ら の 回 転 は そ の 後 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ヤ 装 置 8を 経 て 後 輪 2に 至 り
、 車 両 を モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の み に よ っ て 電 気 走 行 （ EV走 行 ） さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 高 速 走 行 時 や 大 負 荷 走 行 時 な ど で 用 い ら れ る ハ イ ブ リ ッ ド 走 行 (HEV走 行 )モ ー ド が 要 求
さ れ る 場 合 、 第 1ク ラ ッ チ 6お よ び 第 2ク ラ ッ チ 7を と も に 締 結 し 、 自 動 変 速 機 3を 動 力 伝 達
状 態 に す る 。
　 こ の 状 態 で は 、 エ ン ジ ン 1か ら の 出 力 回 転 、 ま た は 、 エ ン ジ ン 1か ら の 出 力 回 転 お よ び モ
ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5か ら の 出 力 回 転 の 双 方 が 変 速 機 入 力 軸 3aに 達 す る こ と と な り 、 自 動 変
速 機 3が 当 該 入 力 軸 3aへ の 回 転 を 、 選 択 中 の 変 速 段 に 応 じ 変 速 し て 、 変 速 機 出 力 軸 3bよ り
出 力 す る 。
　 変 速 機 出 力 軸 3bか ら の 回 転 は そ の 後 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ヤ 装 置 8を 経 て 後 輪 2に 至 り
、 車 両 を エ ン ジ ン 1お よ び モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の 双 方 に よ っ て ハ イ ブ リ ッ ド 走 行 （ HEV走
行 ） さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 か か る HEV走 行 中 に お い て 、 エ ン ジ ン 1を 最 適 燃 費 で 運 転 さ せ る と エ ネ ル ギ ー が 余 剰 と な
る 場 合 、 こ の 余 剰 エ ネ ル ギ ー に よ り モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5を 発 電 機 と し て 作 動 さ せ る こ と
で 余 剰 エ ネ ル ギ ー を 電 力 に 変 換 し 、 こ の 発 電 電 力 を モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の モ ー タ 駆 動 に
用 い る よ う 蓄 電 し て お く こ と で エ ン ジ ン 1の 燃 費 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 図 1で は 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5お よ び 駆 動 車 輪 2を 切 り 離 し 可 能 に 結 合 す る 第 1ク
ラ ッ チ 7を 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5お よ び 自 動 変 速 機 3間 に 介 在 さ せ た が 、
　 図 2に 示 す よ う に 、 第 2ク ラ ッ チ 7を 自 動 変 速 機 3お よ び デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ヤ 装 置 8間
に 介 在 さ せ て も 、 同 様 に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 図 1お よ び 図 2で は 第 2ク ラ ッ チ 7と し て 専 用 の も の を 自 動 変 速 機 3の 前 、 若 し く は
、 後 に 追 加 す る こ と と し た が 、
　 こ の 代 わ り に 第 2ク ラ ッ チ 7と し て 、 図 3に 示 す ご と く 自 動 変 速 機 3内 に 既 存 す る 前 進 変 速
段 選 択 用 の 摩 擦 要 素 ま た は 後 退 変 速 段 選 択 用 の 摩 擦 要 素 を 流 用 す る よ う に し て も よ い 。
　 こ の 場 合 、 第 2ク ラ ッ チ 7が 前 記 し た モ ー ド 選 択 機 能 を 果 た す の に 加 え て 、 こ の 機 能 を 果
た す よ う 締 結 さ れ る 時 に 自 動 変 速 機 を 動 力 伝 達 状 態 に す る こ と と な り 、 専 用 の 第 2ク ラ ッ
チ が 不 要 で コ ス ト 上 大 い に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 1～ 3に 示 す ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の パ ワ ー ト レ ー ン を 成 す エ ン ジ ン 1、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー
タ 5、 第 1ク ラ ッ チ 6、 お よ び 第 2ク ラ ッ チ 7は 、 図 4に 示 す よ う な シ ス テ ム に よ り 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 4の 制 御 シ ス テ ム は 、 パ ワ ー ト レ ー ン の 動 作 点 を 統 合 制 御 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ 20を
具 え 、 パ ワ ー ト レ ー ン の 動 作 点 を 、 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeと 、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ
ト ル ク tTm（ 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 tNmで も よ い ） と 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 目 標 伝 達
ト ル ク 容 量 tTc1と 、 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2と で 規 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 統 合 コ ン ト ロ ー ラ 20に は 、 上 記 パ ワ ー ト レ ー ン の 動 作 点 を 決 定 す る た め に 、
　 エ ン ジ ン 回 転 数 Neを 検 出 す る エ ン ジ ン 回 転 セ ン サ 11か ら の 信 号 と 、
　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 Nmを 検 出 す る モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 セ ン サ 12か ら の 信 号
と 、
　 変 速 機 入 力 回 転 数 Niを 検 出 す る 入 力 回 転 セ ン サ 13か ら の 信 号 と 、
　 変 速 機 出 力 回 転 数 Noを 検 出 す る 出 力 回 転 セ ン サ 14か ら の 信 号 と 、
　 エ ン ジ ン 1の 要 求 負 荷 状 態 を 表 す ア ク セ ル ペ ダ ル 踏 み 込 み 量 （ ア ク セ ル 開 度 APO） を 検 出
す る ア ク セ ル 開 度 セ ン サ 15か ら の 信 号 と 、
　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5用 の 電 力 を 蓄 電 し て お く バ ッ テ リ 9の 蓄 電 状 態 SOC（ 持 ち 出 し 可 能
電 力 ） を 検 出 す る 蓄 電 状 態 セ ン サ 16か ら の 信 号 と を 入 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 上 記 し た セ ン サ の う ち 、 エ ン ジ ン 回 転 セ ン サ 11、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 セ ン
サ 12、 入 力 回 転 セ ン サ 13、 お よ び 出 力 回 転 セ ン サ 14は そ れ ぞ れ 、 図 1～ 3に 示 す よ う に 配 置
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 統 合 コ ン ト ロ ー ラ 20は 、 上 記 入 力 情 報 の う ち ア ク セ ル 開 度 APO、 バ ッ テ リ 蓄 電 状 態 SOC、
お よ び 変 速 機 出 力 回 転 数 No（ 車 速 VSP） か ら 、 運 転 者 が 希 望 し て い る 車 両 の 駆 動 力 を 実 現
可 能 な 運 転 モ ー ド （ EVモ ー ド 、 HEVモ ー ド ） を 選 択 す る と 共 に 、 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTe、
目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTm（ 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 tNmで も よ い ） 、 目
標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1、 お よ び 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を そ れ ぞ
れ 演 算 す る 。
　 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeは エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ 21に 供 給 さ れ 、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー
タ ト ル ク tTm（ 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 tNmで も よ い ） は モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ コ ン
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ト ロ ー ラ 22に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ 21は 、 エ ン ジ ン ト ル ク Teが 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeと な る よ う エ
ン ジ ン 1を 制 御 し 、
　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ コ ン ト ロ ー ラ 22は モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の ト ル ク Tm（ ま た は 回 転
数 Nm） が 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTm（ ま た は 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 tNm
） と な る よ う 、 バ ッ テ リ 9お よ び イ ン バ ー タ 10を 介 し て モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5を 制 御 す る
。
　 統 合 コ ン ト ロ ー ラ 20は 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1お よ び 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝
達 ト ル ク 容 量 tTc2に 対 応 し た ソ レ ノ イ ド 電 流 を 第 1ク ラ ッ チ 6お よ び 第 2ク ラ ッ チ 7の 締 結 制
御 ソ レ ノ イ ド （ 図 示 せ ず ） に 供 給 し 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 伝 達 ト ル ク 容 量 Tc1が 目 標 伝 達 ト ル
ク 容 量 tTc1に 一 致 す る よ う 、 ま た 、 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 Tc2が 目 標 第 2ク ラ ッ チ
伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2に 一 致 す る よ う 、 第 1ク ラ ッ チ 6お よ び 第 2ク ラ ッ チ 7を 個 々 に 締 結 力 制
御 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 統 合 コ ン ト ロ ー ラ 20は 、 上 記 し た 運 転 モ ー ド （ EVモ ー ド 、 HEVモ ー ド ） の 選 択 、 そ し て
目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTe、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTm（ 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ
回 転 数 tNmで も よ い ） 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1、 お よ び 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝
達 ト ル ク 容 量 tTc2の 演 算 を 、 図 5に 示 す メ イ ン ル ー チ ン に よ り 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 先 ず ス テ ッ プ Ｓ 1に お い て 、 予 定 の 到 達 目 標 駆 動 力 マ ッ プ を 用 い て 、 ア ク セ ル 開 度 APOお
よ び 車 速 VSPか ら 、 定 常 的 な 到 達 目 標 駆 動 力 tFo0を 演 算 す る 。
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ 2に お い て は 、 予 定 の 変 速 マ ッ プ を も と に ア ク セ ル 開 度 APOお よ び 車 速 VS
Pか ら 目 標 変 速 段 SHIFTを 決 定 し 、 こ れ を ス テ ッ プ Ｓ 9で 自 動 変 速 機 3の 変 速 制 御 部 （ 図 示 せ
ず ） へ 指 令 し て 自 動 変 速 機 3を 目 標 変 速 段 SHIFTへ と 変 速 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 3に お い て は 、 予 定 の 目 標 運 転 モ ー ド （ EVモ ー ド 、 HEVモ ー ド ） 領 域 マ ッ プ を
用 い て 、 ア ク セ ル 開 度 APOお よ び 車 速 VSPか ら 目 標 と す る 運 転 モ ー ド を 決 定 す る 。
　 目 標 運 転 モ ー ド と し て 通 常 、 高 負 荷 （ 大 ア ク セ ル 開 度 ） ・ 高 車 速 時 は HEVモ ー ド を あ て
が い 、 低 負 荷 ・ 低 車 速 時 は EVモ ー ド を あ て が う よ う に 上 記 の 目 標 運 転 モ ー ド 領 域 マ ッ プ を
定 め る の が 普 通 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ 4に お い て は 、 現 在 の 運 転 モ ー ド と 上 記 目 標 運 転 モ ー ド と の 対 比 に よ り
、 運 転 モ ー ド 遷 移 演 算 を 以 下 の ご と く に 行 う 。
　 現 在 の 運 転 モ ー ド と 目 標 運 転 モ ー ド と が 一 致 し て い れ ば 、 現 在 の 運 転 モ ー ド EVモ ー ド ま
た は HEVモ ー ド を 保 持 す る よ う 指 令 し 、
　 現 在 の 運 転 モ ー ド が EVモ ー ド で 、 目 標 運 転 モ ー ド が HEVモ ー ド で あ れ ば 、 EVモ ー ド か ら H
EVモ ー ド へ の モ ー ド 切 り 換 え を 指 令 し 、
　 現 在 の 運 転 モ ー ド が HEVモ ー ド で 、 目 標 運 転 モ ー ド が EVモ ー ド で あ れ ば 、 HEVモ ー ド か ら
EVモ ー ド へ の モ ー ド 切 り 換 え を 指 令 す る 。
　 そ し て 、 こ れ ら の 指 令 を ス テ ッ プ Ｓ 9で 出 力 す る こ と に よ り 、 指 令 通 り に モ ー ド 保 持 や
、 モ ー ド 切 り 換 え を 行 わ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス テ ッ プ S5に お い て は 、 現 在 の 駆 動 力 か ら ス テ ッ プ Ｓ 1で 求 め た 到 達 目 標 駆 動 力 tFo0へ
所 定 の 味 付 け を も っ た 応 答 で 移 行 す る の に 必 要 な 時 々 刻 々 の 過 渡 目 標 駆 動 力 tFoを 演 算 す
る 。
　 こ の 演 算 に 当 た っ て は 例 え ば 、 到 達 目 標 駆 動 力 tFo0を 所 定 時 定 数 の ロ ー パ ス フ ィ ル タ に
通 過 さ せ て 得 ら れ る 出 力 を 過 渡 目 標 駆 動 力 tFoと す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ッ プ S6に お い て は 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeを 以 下 の よ う に し て 求 め る 。
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　 HEVモ ー ド で あ れ ば 、 先 ず 、 過 渡 目 標 駆 動 力 tFoを 得 る の に 必 要 な 自 動 変 速 機 3の 目 標 入
力 ト ル ク tTiを 次 式 の 演 算 に よ り 求 め る 。
　 　 　 　 　 tTi=tFo× Rt／ if／ iG　 ・ ・ ・ （ 1）
　 こ こ で 、 Rtは 駆 動 車 輪 2の タ イ ヤ 有 効 半 径 、 ifは フ ァ イ ナ ル ギ ヤ 比 、 iGは 現 在 の 選 択 変
速 段 に よ り 決 ま る 自 動 変 速 機 3の ギ ヤ 比 で あ る 。
　 次 い で 、 こ の 目 標 入 力 ト ル ク tTiと 、 自 動 変 速 機 3の 入 力 回 転 数 Niと 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Ne
と 、 バ ッ テ リ 蓄 電 状 態 SOC（ 持 ち 出 し 可 能 電 力 ） に 応 じ た 目 標 充 放 電 電 力 tPと か ら 、 次 式
を 用 い て 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeを 演 算 す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 tTe＝ （ tTi×  Ni－ tP） ／ Ne　 ・ ・ ・ （ 2）
　 な お 、 EVモ ー ド で あ れ ば エ ン ジ ン ト ル ク が 不 要 で あ る か ら 、 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeは
ゼ ロ に す る 。
　 上 記 の よ う に 決 定 し た 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeは ス テ ッ プ Ｓ 9に お い て 、 図 4の エ ン ジ ン
コ ン ト ロ ー ラ 21に 指 令 し 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ 21は エ ン ジ ン 1を 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTe
が 実 現 さ れ る よ う 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 7に お い て は 、 第 1ク ラ ッ チ 6お よ び 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1,
tTc2を 、 図 6～ 10の 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 し て 求 め る 。
　 先 ず 、 図 6の ス テ ッ プ Ｓ 11に お い て 、 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 3で 求 め た 目 標 運 転 モ ー ド が HEVモ
ー ド か 否 （ EVモ ー ド ） か を 判 定 し 、 そ の 後 、 こ の 判 定 結 果 が い ず れ で あ っ て も 、 ス テ ッ プ
Ｓ 12お よ び ス テ ッ プ Ｓ 13で 現 在 の 運 転 モ ー ド が HEVモ ー ド か 否 （ EVモ ー ド ） か を チ ェ ッ ク
す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 11で 目 標 運 転 モ ー ド が HEVモ ー ド と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 12で 現 在 の 運 転 モ ー
ド も HEVモ ー ド と 判 定 す る 場 合 、 つ ま り 、 HEVモ ー ド を 保 つ べ き で あ る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ
14に お い て 、 第 1ク ラ ッ チ 6お よ び 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1,tTc2を HEVモ ー
ド 用 の 目 標 値 に 設 定 し 、
　 こ れ ら を 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 9に お い て 、 図 4に 示 す ご と く 第 1ク ラ ッ チ 6お よ び 第 2ク ラ ッ チ
7に 指 令 す る こ と で 、 こ れ ら ク ラ ッ チ 6， 7を そ れ ぞ れ 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tT
c1お よ び 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2が 実 現 さ れ る よ う 締 結 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 特 に 、 本 発 明 の 要 旨 に 係 わ る HEVモ ー ド 用 の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2
の 求 め 方 を 、 図 7に 基 づ き 以 下 に 詳 述 す る 。
　 先 ず ス テ ッ プ Ｓ 21に お い て 、 車 両 過 渡 応 答 分 伝 達 ト ル ク 容 量 を 、 前 記 （ 1） 式 で 求 め た
目 標 入 力 軸 ト ル ク tTiと 、 車 両 過 渡 応 答 用 安 全 率 と の 乗 算 に よ り 求 め る 。
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ 22に お い て は 、 エ ン ジ ン ト ル ク 分 担 分 の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 、 前 記 （ 2）
式 で 求 め た 目 標 エ ン ジ ン ト ル ク tTeと 、 エ ン ジ ン 用 の 安 全 率 （ 例 え ば 1． 3） と の 乗 算 に よ
り 求 め る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に ス テ ッ プ Ｓ 23に お い て 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク 分 担 分 の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 、
図 12に つ き 後 述 す る よ う に 求 め る 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmと 、 モ ー タ /ジ ェ ネ
レ ー タ 用 の 安 全 率 （ 例 え ば 1． 0） と の 乗 算 に よ り 求 め る 。
　 次 い で ス テ ッ プ Ｓ 24に お い て 、 ク ラ ッ チ 応 答 分 伝 達 ト ル ク 容 量 を 、 前 記 （ 1） 式 で 求 め
た 目 標 入 力 軸 ト ル ク tTiと 、 ク ラ ッ チ 応 答 用 安 全 率 と の 乗 算 に よ り 求 め る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 更 に ス テ ッ プ Ｓ 25に お い て 、 イ ナ ー シ ャ ト ル ク 分 伝 達 ト ル ク 容 量 を 以 下 の 演 算 に よ り 求
め る 。 つ ま り 、 先 ず モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 Nmの 今 回 値 か ら 前 回 値 を 差 し 引 い て 、 1演
算 周 期 中 に お け る モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 変 化 量 を 求 め る 。 次 い で 、 エ ン ジ ン の 回 転
イ ナ ー シ ャ と 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 回 転 イ ナ ー シ ャ と 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の 回 転 イ ナ ー シ
ャ と を 合 算 し て 合 計 イ ナ ー シ ャ を 求 め る 。 最 後 に 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 変 化 量 と
、 合 計 イ ナ ー シ ャ と の 乗 算 値 を 、 演 算 周 期 に よ り 除 算 し て イ ナ ー シ ャ ト ル ク 分 伝 達 ト ル ク
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容 量 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 26に お い て は 、 ス テ ッ プ Ｓ 21で 求 め た 車 両 過 渡 応 答 分 伝 達 ト ル ク 容 量 と 、 ス
テ ッ プ Ｓ 22で 求 め た エ ン ジ ン ト ル ク 分 担 分 の 伝 達 ト ル ク 容 量 と 、 ス テ ッ プ Ｓ 23で 求 め た モ
ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク 分 担 分 の 伝 達 ト ル ク 容 量 と 、 ス テ ッ プ Ｓ 24で 求 め た ク ラ ッ チ 応
答 分 伝 達 ト ル ク 容 量 と 、 ス テ ッ プ Ｓ 25で 求 め た イ ナ ー シ ャ ト ル ク 分 伝 達 ト ル ク 容 量 と を 合
算 し て HEVモ ー ド で の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 6の ス テ ッ プ Ｓ 11で 目 標 運 転 モ ー ド が HEVモ ー ド と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 12で 現 在 の 運 転
モ ー ド が EVモ ー ド と 判 定 す る 場 合 、 つ ま り 、 EVモ ー ド か ら HEVモ ー ド へ モ ー ド 切 り 換 え す
る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 15に お い て バ ッ テ リ 蓄 電 状 態 SOC（ 持 ち 出 し 可 能 電 力 ） が EV可 能 駆
動 力 と エ ン ジ ン 始 動 電 力 と の 和 値 よ り も 小 さ い か 否 か を 、 つ ま り 、 バ ッ テ リ 蓄 電 状 態 SOC
（ 持 ち 出 し 可 能 電 力 ） が 不 足 す る よ う な 大 駆 動 力 要 求 中 か 否 か を 判 定 す る 。
　 バ ッ テ リ 蓄 電 状 態 SOC（ 持 ち 出 し 可 能 電 力 ） が 不 足 す る よ う な 大 駆 動 力 要 求 中 で あ る 場
合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 16に お い て 、 第 1お よ び 第 2ク ラ ッ チ 6， 7の 目 標 ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量
tTc1,tTc2を そ れ ぞ れ 大 駆 動 力 中 エ ン ジ ン 始 動 時 目 標 ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 と な す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ ら 大 駆 動 力 中 エ ン ジ ン 始 動 時 目 標 ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 は 、 図 8に 示 す 制 御 プ ロ
グ ラ ム を 実 行 し て 以 下 の よ う に 求 め る 。
　 先 ず ス テ ッ プ Ｓ 31に お い て 、 第 2ク ラ ッ チ 7の 前 後 差 回 転 で あ る ス リ ッ プ 回 転 ＝ （ Nm－ Ni
） が ス リ ッ プ 判 定 回 転 数 以 下 か 否 か に よ り 第 2ク ラ ッ チ 7が 締 結 状 態 か ス リ ッ プ 状 態 か を 判
定 す る 。
　 第 2ク ラ ッ チ 7が 締 結 状 態 な ら そ の 伝 達 ト ル ク 容 量 が 現 在 の ま ま で よ い た め 、 ス テ ッ プ Ｓ
32に お い て 、 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 前 回 値 に 保 持 す べ く 、 tTc2に tTc2（
前 回 値 ） を 代 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ 33に お い て 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 前 後 差 回 転 で あ る ス リ ッ プ 回 転 ＝ （ Nm－ Ne
） が 0を 越 え て い る か 否 か に よ り 、 第 1ク ラ ッ チ 6が ス リ ッ プ 状 態 か 締 結 状 態 か を チ ェ ッ ク
す る 。
　 第 1ク ラ ッ チ 6が ス リ ッ プ 状 態 な ら ス テ ッ プ Ｓ 34に お い て 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク
容 量 tTc1に 0を セ ッ ト し 、 第 1ク ラ ッ チ 6が 締 結 状 態 な ら ス テ ッ プ Ｓ 35に お い て 、 目 標 第 1ク
ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1に 最 大 伝 達 ト ル ク 容 量 を セ ッ ト す る 。
　 以 上 の よ う に し て EV→ HEVモ ー ド 切 り 替 え 時 用 の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2お
よ び 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1を 決 定 し た 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 36に お い て 当 該 決
定 し た 今 回 の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2お よ び 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量
tTc1を そ れ ぞ れ tTc2（ 前 回 値 ） お よ び tTc1（ 前 回 値 ） に 代 入 し 、 次 回 の 演 算 に 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 31で 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ 状 態 で あ る と 判 定 す る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 37に
お い て 、 第 1ク ラ ッ チ 6の ス リ ッ プ 回 転 ＝ （ Nm－ Ne） が ス リ ッ プ 判 定 回 転 数 以 下 か 否 か に よ
り 、 エ ン ジ ン 始 動 後 か エ ン ジ ン 始 動 前 か を チ ェ ッ ク す る 。
　 エ ン ジ ン 始 動 後 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ 38に お い て 、 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2
に 、 図 7に つ き 前 述 し た よ う に し て 求 め る HEVモ ー ド 用 の 伝 達 ト ル ク 容 量 を セ ッ ト し 、 エ ン
ジ ン 始 動 前 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ 39に お い て 、 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2に 、 図 1
0に 基 づ き 後 述 す る よ う に し て 求 め る EVモ ー ド 用 の 伝 達 ト ル ク 容 量 を セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 37で エ ン ジ ン 始 動 後 と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 38で 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク
容 量 tTc2に HEVモ ー ド 用 の 伝 達 ト ル ク 容 量 を セ ッ ト し た 後 は 、
　 ス テ ッ プ Ｓ 40に お い て 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1の 基 本 値 tTc1（ 基 本 値 ）
を 演 算 し 、
　 ス テ ッ プ Ｓ 41に お い て 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1の 制 限 値 tTc1（ 制 限 値 ）
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に 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1の 前 回 値 tTc1（ 前 回 値 ） と 、 変 化 制 限 幅 と の 和
値 を セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ 42に お い て は 、 tTc1（ 制 限 値 ） が tTc1（ 基 本 値 ） 未 満 か 否 か を チ ェ ッ ク
し 、 未 満 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ 43に お い て 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1を tTc1＝ t
Tc1（ 前 回 値 ） ＋ 変 化 制 限 幅 に よ り 求 め る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 37で エ ン ジ ン 始 動 前 と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 39で 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク
容 量 tTc2に EVモ ー ド 用 の 伝 達 ト ル ク 容 量 を セ ッ ト し た 後 や 、 ス テ ッ プ Ｓ 42で tTc1（ 制 限 値
） が tTc1（ 基 本 値 ） 以 上 と 判 定 す る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ 44に お い て 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達
ト ル ク 容 量 tTc1に tTc1（ 基 本 値 ） を セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の よ う に し て EV→ HEVモ ー ド 切 り 替 え 時 用 の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2お
よ び 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1を 決 定 し た 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 36に お い て 当 該 決
定 し た 今 回 の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2お よ び 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量
tTc1を そ れ ぞ れ tTc2（ 前 回 値 ） お よ び tTc1（ 前 回 値 ） に 代 入 し 、 次 回 の 演 算 に 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 6の ス テ ッ プ Ｓ 15で バ ッ テ リ 蓄 電 状 態 SOC（ 持 ち 出 し 可 能 電 力 ） が 足 り る よ う な 小 駆 動
力 要 求 中 で あ る と 判 定 す る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 17に お い て 、 第 1お よ び 第 2ク ラ ッ チ 6， 7の
目 標 ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1,tTc2を 小 駆 動 力 中 エ ン ジ ン 始 動 時 目 標 ク ラ ッ チ 伝 達 ト
ル ク 容 量 と な す 。
　 な お 小 駆 動 力 要 求 中 は 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5が モ ー タ と し て で な く 、 エ ン ジ ン か ら の
余 剰 動 力 で 発 電 を 行 う ジ ェ ネ レ ー タ と し て 機 能 し て い る た め 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の ト
ル ク 分 担 分 に つ い て も 、 ス テ ッ プ Ｓ 16（ 図 8の ス テ ッ プ Ｓ 38、 従 っ て 図 7） に お け る よ う に
小 さ な モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 を 用 い て 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 決
定 す る こ と が で き ず 、 従 来 通 り 大 き な エ ン ジ ン 用 の 安 全 率 を 用 い て 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト
ル ク 容 量 tTc2を 決 定 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 の よ う に ス テ ッ プ Ｓ 16（ 詳 し く は 図 8） お よ び ス テ ッ プ Ｓ 17で 決 定 し た 目 標 第 1ク ラ
ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1お よ び 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1を 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 9
に お い て 、 図 4に 示 す ご と く 第 1ク ラ ッ チ 6お よ び 第 2ク ラ ッ チ 7に 指 令 す る こ と で 、 こ れ ら
ク ラ ッ チ 6， 7を そ れ ぞ れ 、 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1お よ び 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝
達 ト ル ク 容 量 tTc2が 実 現 さ れ る よ う 締 結 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 6の ス テ ッ プ Ｓ 11で 目 標 運 転 モ ー ド が EVモ ー ド と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 13で 現 在 の 運 転
モ ー ド が HEVモ ー ド と 判 定 す る 場 合 、 つ ま り 、 HEVモ ー ド か ら EVモ ー ド へ 運 転 モ ー ド を 切 り
換 え る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 18に お い て 、 第 1ク ラ ッ チ 6お よ び 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル
ク 容 量 tTc1,tTc2を EVモ ー ド へ の 移 行 時 用 の 目 標 値 に 設 定 す る 。
　 こ こ で 特 に 、 本 発 明 の 要 旨 に 係 わ る HEV→ EVモ ー ド 切 り 替 え 時 の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト
ル ク 容 量 tTc2の 求 め 方 を 図 9に 基 づ き 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 51に お い て は 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 実 伝 達 ト ル ク 容 量 Tc1が 、 HEV→ EVモ ー ド 切 り
替 え の 未 完 を 判 定 す る た め の 設 定 値 以 上 か 否 か に よ り 、 こ の モ ー ド 切 り 替 え が 未 だ か 否 か
を チ ェ ッ ク す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ 51で 第 1ク ラ ッ チ 6の 実 伝 達 ト ル ク 容 量 Tc1が 設 定 値 以 上 で あ る 間 は 、 HEV→ EV
モ ー ド 切 り 替 え が 未 だ 完 了 し て い な い か ら 制 御 を ス テ ッ プ Ｓ 52に 進 め 、 こ こ で 、 目 標 第 2
ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2に 、 図 7に つ き 前 述 し た よ う に し て 求 め る HEVモ ー ド 用 の 伝 達
ト ル ク 容 量 を セ ッ ト す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ 51で 第 1ク ラ ッ チ 6の 実 伝 達 ト ル ク 容 量 Tc1が 設 定 値 未 満 に な っ た ら 、 HEV→ EV
モ ー ド 切 り 替 え が 完 了 し て い る と し て 制 御 を ス テ ッ プ Ｓ 53に 進 め 、 こ こ で 、 目 標 第 2ク ラ
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ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2に 、 図 10に 基 づ き 後 述 す る よ う に し て 求 め る EVモ ー ド 用 の 伝 達 ト
ル ク 容 量 を セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 6の ス テ ッ プ Ｓ 11で 目 標 運 転 モ ー ド が EVモ ー ド と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 13で 現 在 の 運 転
モ ー ド も EVモ ー ド と 判 定 す る 場 合 、 つ ま り 、 EVモ ー ド を 保 つ べ き で あ る 場 合 は 、 ス テ ッ プ
Ｓ 19に お い て 、 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を EVモ ー ド 用 の 目 標 値 に 設 定 し 、
第 1ク ラ ッ チ 6の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1を EVモ ー ド 用 に 0に 設 定 す る 。
　 か か る EVモ ー ド 用 の 目 標 第 1ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1お よ び 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト
ル ク 容 量 tTc2は 、 図 10に 示 す 制 御 プ ロ グ ラ ム に よ り 以 下 の よ う に 求 め る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 先 ず ス テ ッ プ Ｓ 61に お い て 、 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ 回 転 ＝ （ Nm－ Ni） が ス リ ッ プ 判 定
回 転 数 以 下 か 否 か に よ り 、 第 2ク ラ ッ チ 7が 今 は 締 結 状 態 か ス リ ッ プ 状 態 か を 判 定 す る 。
　 こ の 判 定 結 果 が い ず れ で あ っ て も 、 ス テ ッ プ Ｓ 62お よ び ス テ ッ プ Ｓ 63に お い て 、 前 回 の
第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ 判 定 が ス リ ッ プ 状 態 で あ っ た か 否 か を チ ェ ッ ク す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 61で 今 回 第 2ク ラ ッ チ 7が 締 結 状 態 と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 62で 前 回 第 2ク ラ ッ
チ 7が ス リ ッ プ 状 態 と 判 定 す る 場 合 は 、 つ ま り 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ 状 態 か ら 締 結 状 態
に 変 化 し た 場 合 は 、
　 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ し な い ぎ り ぎ り の 伝 達 ト ル ク 容 量 、 つ ま り 、 伝 達 す べ き 駆 動 力
に 対 応 す る ト ル ク 容 量 に な っ た 直 後 で あ る こ と か ら 、
　 ス テ ッ プ Ｓ 64に お い て 第 2ク ラ ッ チ の ト ル ク 容 量 補 正 量 基 本 値 を 前 回 補 正 量 の 半 分 と し
、 ス テ ッ プ Ｓ 65に お い て 伝 達 ト ル ク 容 量 補 正 量 Δ tTc2を 前 回 補 正 量 － 上 記 ト ル ク 容 量 補 正
量 基 本 値 に よ り 求 め 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ 66に お い て 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2
を 駆 動 力 tFoに 対 応 し た 伝 達 ト ル ク 容 量 と 上 記 伝 達 ト ル ク 容 量 補 正 量 Δ tTc2と の 和 値 と し
、 最 後 に ス テ ッ プ Ｓ 71に お い て 第 1ク ラ ッ チ 6の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1に 0を セ ッ ト す る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 61で 今 回 第 2ク ラ ッ チ 7が 締 結 状 態 と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 62で 前 回 第 2ク ラ ッ
チ 7が ス リ ッ プ 状 態 で な い と 判 定 す る 場 合 は 、 つ ま り 第 2ク ラ ッ チ 7が 前 回 も 今 回 も 締 結 状
態 を 保 つ 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 67に お い て 、 更 に 一 回 前 の 前 々 回 に 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ
状 態 だ っ た か 否 か を チ ェ ッ ク す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ 67で 前 々 回 に 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ 状 態 で な か っ た と 判 定 す る 場 合 、 つ ま
り 、 第 2ク ラ ッ チ 7が 前 々 回 、 前 回 、 今 回 と 続 け て 締 結 状 態 で あ っ た 場 合 は 、 第 2ク ラ ッ チ 7
の 伝 達 ト ル ク 容 量 が 、 伝 達 す べ き 駆 動 力 に 対 し て 容 量 過 大 で あ る こ と か ら 、
　 ス テ ッ プ Ｓ 68に お い て 第 2ク ラ ッ チ の ト ル ク 容 量 補 正 量 基 本 値 を 前 回 補 正 量 の 2倍 と し 、
ス テ ッ プ Ｓ 65に お い て 伝 達 ト ル ク 容 量 補 正 量 Δ tTc2を 前 回 補 正 量 － 上 記 ト ル ク 容 量 補 正 量
基 本 値 に よ り 求 め 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ 66に お い て 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を
駆 動 力 tFoに 対 応 し た 伝 達 ト ル ク 容 量 と 上 記 伝 達 ト ル ク 容 量 補 正 量 Δ tTc2と の 和 値 と し 、
最 後 に ス テ ッ プ Ｓ 71に お い て 第 1ク ラ ッ チ 6の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1に 0を セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 し か し 、 ス テ ッ プ Ｓ 67で 前 々 回 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ 状 態 で あ っ た と 判 定 す る 場 合 、
つ ま り 、 第 2ク ラ ッ チ 7が 前 々 回 ス リ ッ プ 状 態 で あ っ た が 、 前 回 、 今 回 と 2回 続 け て 締 結 状
態 で あ っ た 場 合 は 、 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 が 、 伝 達 す べ き 駆 動 力 に 対 し て 若 干 大
き め で あ る こ と か ら 、
　 ス テ ッ プ Ｓ 64や ス テ ッ プ Ｓ 68に お け る よ う な 第 2ク ラ ッ チ の ト ル ク 容 量 補 正 量 基 本 値 の
修 正 を 行 わ ず に 制 御 を ス テ ッ プ Ｓ 65に 進 め 、 こ こ で 、 伝 達 ト ル ク 容 量 補 正 量 Δ tTc2を 前 回
補 正 量 － 上 記 ト ル ク 容 量 補 正 量 基 本 値 に よ り 求 め 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ 66に お い て 第 2ク ラ ッ
チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 駆 動 力 tFoに 対 応 し た 伝 達 ト ル ク 容 量 と 上 記 伝 達 ト ル ク 容
量 補 正 量 Δ tTc2と の 和 値 と し 、 最 後 の ス テ ッ プ Ｓ 71に お い て 第 1ク ラ ッ チ 6の 目 標 伝 達 ト ル
ク 容 量 tTc1に 0を セ ッ ト す る 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 61で 今 回 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ 状 態 と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 63で 前 回 第 2ク
ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ 状 態 と 判 定 す る 場 合 は 、 つ ま り 第 2ク ラ ッ チ 7が 2回 続 け て ス リ ッ プ 状 態
を 維 持 す る 場 合 は 、
　 第 2ク ラ ッ チ 7が 、 伝 達 す べ き 駆 動 力 に 対 し て 大 き く 不 足 し て い る こ と か ら 、
　 ス テ ッ プ Ｓ 69に お い て 第 2ク ラ ッ チ の ト ル ク 容 量 補 正 量 基 本 値 を 前 回 補 正 量 の 2倍 と し 、
ス テ ッ プ Ｓ 70に お い て 伝 達 ト ル ク 容 量 補 正 量 Δ tTc2を 前 回 補 正 量 ＋ 上 記 ト ル ク 容 量 補 正 量
基 本 値 に よ り 求 め 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ 66に お い て 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を
駆 動 力 tFoに 対 応 し た 伝 達 ト ル ク 容 量 と 上 記 伝 達 ト ル ク 容 量 補 正 量 Δ tTc2と の 和 値 と し 、
最 後 の ス テ ッ プ Ｓ 71に お い て 第 1ク ラ ッ チ 6の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1に 0を セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し か し 、 ス テ ッ プ Ｓ 61で 今 回 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ 状 態 と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 63で 前
回 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ 状 態 で な い と 判 定 す る 場 合 は 、 つ ま り 第 2ク ラ ッ チ 7が 締 結 状 態
か ら ス リ ッ プ 状 態 に な っ た 場 合 は 、
　 第 2ク ラ ッ チ 7が 、 伝 達 す べ き 駆 動 力 に 対 し て 若 干 不 足 し て い る 程 度 で あ る こ と か ら 、
　 ス テ ッ プ Ｓ 69に お け る よ う な ト ル ク 容 量 補 正 量 基 本 値 の 修 正 を 行 わ ず に ス テ ッ プ Ｓ 70に
お い て 伝 達 ト ル ク 容 量 補 正 量 Δ tTc2を 前 回 補 正 量 ＋ ト ル ク 容 量 補 正 量 基 本 値 に よ り 求 め 、
次 の ス テ ッ プ Ｓ 66に お い て 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 駆 動 力 tFoに 対 応 し
た 伝 達 ト ル ク 容 量 と 上 記 伝 達 ト ル ク 容 量 補 正 量 Δ tTc2と の 和 値 と し 、 最 後 の ス テ ッ プ Ｓ 71
に お い て 第 1ク ラ ッ チ 6の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1に 0を セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 6の ス テ ッ プ Ｓ 19で 、 図 10に お け る よ う に し て 求 め た 第 1ク ラ ッ チ 6の 目 標 伝 達 ト ル ク
容 量 tTc1お よ び 第 2ク ラ ッ チ 7の 目 標 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 9に お い て 、 図
4に 示 す ご と く 第 2ク ラ ッ チ 7に 指 令 す る こ と で 、 こ れ ら ク ラ ッ チ 6， 7を 目 標 ク ラ ッ チ 伝 達
ト ル ク 容 量 tTc1,tTc2が 実 現 さ れ る よ う 締 結 制 御 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 7で 前 記 し た ご と く に 目 標 第 1お よ び 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc1,t
Tc2を 定 め た 後 の ス テ ッ プ Ｓ 8に お い て は 、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 図 11～ 図
14に 示 す 制 御 プ ロ グ ラ ム に よ り 求 め る 。
　 先 ず 、 図 11の ス テ ッ プ Ｓ 81に お い て 、 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 3で 求 め た 目 標 運 転 モ ー ド が HEV
モ ー ド か 否 （ EVモ ー ド ） か を 判 定 し 、 そ の 後 、 こ の 判 定 結 果 が い ず れ で あ っ て も 、 ス テ ッ
プ Ｓ 82お よ び ス テ ッ プ Ｓ 83で 現 在 の 運 転 モ ー ド が HEVモ ー ド か 否 （ EVモ ー ド ） か を チ ェ ッ
ク す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 81で 目 標 運 転 モ ー ド が HEVモ ー ド と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 82で 現 在 の 運 転 モ ー
ド も HEVモ ー ド と 判 定 す る 場 合 、 つ ま り 、 HEVモ ー ド を 保 つ べ き で あ る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ
84に お い て 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の 目 標 ト ル ク tTmを HEVモ ー ド 用 の 目 標 値 に 設 定 す る 。
　 こ の HEVモ ー ド 用 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmは 、 図 12に 示 す よ う に し て 定 め る
も の で 、 ス テ ッ プ Ｓ 91に お い て 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ 回 転 Δ Ncが 設 定 回 転 数 Δ Nc1以 上
か 否 か を チ ェ ッ ク す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ こ で 設 定 ス リ ッ プ 回 転 Δ Nc1に つ い て 説 明 す る に 、 全 て の ク ラ ッ チ が そ う で あ る よ う
に 第 2ク ラ ッ チ の ス リ ッ プ 回 転 Δ Nc＝ Nm－ Niに 対 す る ク ラ ッ チ 摩 擦 係 数 μ の 変 化 特 性 は 通
常 、 摩 擦 係 数 μ が 最 大 と な る ス リ ッ プ 回 転 を 挟 ん で 前 後 の 或 る ス リ ッ プ 回 転 範 囲 は 、 ス リ
ッ プ 回 転 に 対 す る ク ラ ッ チ 摩 擦 係 数 μ の 変 化 割 合 が 比 較 的 大 き い 摩 擦 係 数 不 安 定 域 で あ り
、 こ れ を 越 え た 、 上 記 設 定 ス リ ッ プ 回 転 Δ Nc1以 上 の 大 ス リ ッ プ 回 転 範 囲 は 、 ス リ ッ プ 回
転 に 対 す る ク ラ ッ チ 摩 擦 係 数 μ の 変 化 割 合 が 比 較 的 小 さ な 摩 擦 係 数 安 定 域 で あ る 。
　 Δ Nc<Δ Nc1の 摩 擦 係 数 不 安 定 域 で 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ 回 転 が 目 標 値 に な る よ う モ ー
タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 す る と 、 ト ル ク の 僅 か な 変 化 で 第 2ク ラ
ッ チ 7の 摩 擦 係 数 が 大 き く 変 化 し て 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 も 大 き く 変 化 し 、 ク ラ
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ッ チ ジ ャ ダ ー を 生 ず る こ と か ら 、 上 記 の フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 は Δ Nc≧ Δ Nc1の 摩 擦 係 数 安
定 域 で 行 う の が よ く 、 Δ Nc<Δ Nc1の 摩 擦 係 数 不 安 定 域 で は フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御 が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 実 施 例 で は こ の 観 点 か ら 、 図 12の ス テ ッ プ Ｓ 91に お い て 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ 回 転
Δ Ncが 設 定 回 転 数 Δ Nc1以 上 か 否 か に よ り 、 摩 擦 係 数 安 定 域 で あ る の か 、 摩 擦 係 数 不 安 定
域 で あ る の か を 判 定 す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ 91で Δ Nc<Δ Nc1の 摩 擦 係 数 不 安 定 域 と 判 定 す る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 92に お い
て 、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 駆 動 力 tFo分 と 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 伝 達 ト ル ク 分
と の 和 値 と す る フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御 を 行 い 、
　 ス テ ッ プ Ｓ 91で Δ Nc≧ Δ Nc1の 摩 擦 係 数 安 定 域 と 判 定 す る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 93に お い
て 、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 駆 動 力 tFo分 と 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 伝 達 ト ル ク 分
と 、 第 2ク ラ ッ チ ス リ ッ プ 制 御 分 ト ル ク と の 和 値 と す る フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 を 行 い 、
　 か よ う に し て 求 め た 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 、 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 9で 図 4に
示 す ご と く モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ コ ン ト ロ ー ラ 22へ 指 令 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 11の ス テ ッ プ Ｓ 81で 目 標 運 転 モ ー ド が HEVモ ー ド と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 82で 現 在 の 運
転 モ ー ド が EVモ ー ド と 判 定 す る 場 合 、 つ ま り 、 EVモ ー ド か ら HEVモ ー ド へ モ ー ド 切 り 換 え
す る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 85に お い て 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の 目 標 ト ル ク tTmを 、 当 該 モ
ー ド 切 り 換 え に 際 し て 必 要 な エ ン ジ ン 始 動 の た め の 目 標 値 に 設 定 す る 。
　 こ の エ ン ジ ン 始 動 制 御 用 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmは 、 図 13に 示 す よ う に し て
定 め る も の で 、 先 ず ス テ ッ プ Ｓ 94に お い て 、 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ 回 転 Δ Ncが 設 定 回 転
数 Δ Nc1以 上 か 否 か に よ り 、 摩 擦 係 数 安 定 域 で あ る の か 、 摩 擦 係 数 不 安 定 域 で あ る の か を
判 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 94で Δ Nc<Δ Nc1の 摩 擦 係 数 不 安 定 域 と 判 定 す る 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ 95に お い て
、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 駆 動 力 tFo分 と 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 伝 達 ト ル ク 分 と
の 和 値 と す る フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御 を 行 う 。
　 か よ う に し て 求 め た 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 、 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 9で 図 4に
示 す ご と く モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ コ ン ト ロ ー ラ 22へ 指 令 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 か か る 摩 擦 係 数 不 安 定 域 で モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク 制 御 に よ る 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ
ッ プ 回 転 フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 を 行 う と 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 中 の ス リ ッ プ 回 転 変 化 に 対 す
る ク ラ ッ チ 摩 擦 係 数 （ ト ル ク 容 量 ） 変 化 が 大 き く て 、 駆 動 力 が 目 標 値 tFoか ら ず れ た り 、
シ ョ ッ ク を 発 生 す る 懸 念 が あ る が 、
　 本 実 施 例 で は 、 摩 擦 係 数 不 安 定 域 で モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク 制 御 に よ る 第 2ク ラ ッ チ
7の ス リ ッ プ 回 転 フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 を 行 わ な い こ と に よ り 、 こ れ ら の 問 題 を 回 避 す る こ
と が で き る 。
　 そ し て 、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 駆 動 力 tFo分 と 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 伝 達 ト
ル ク 分 と の 和 値 と す る こ と で 、 目 標 駆 動 力 tFoを 確 実 に 達 成 し 得 る と 共 に 、 第 1ク ラ ッ チ 6
の 締 結 進 行 に よ る エ ン ジ ン の ク ラ ン キ ン グ を 所 定 と お り に 行 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 94で Δ Nc≧ Δ Nc1の 摩 擦 係 数 安 定 域 と 判 定 す る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 96に お い
て 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Neが 始 動 完 了 回 転 数 以 上 か 否 か に よ り 、 エ ン ジ ン が 始 動 し た か 始 動 前
か を 判 定 す る 。
　 エ ン ジ ン 始 動 前 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ 97に お い て 、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを
駆 動 力 tFo分 と 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 伝 達 ト ル ク 分 と 、 第 2ク ラ ッ チ ス リ ッ プ 制 御 分 ト ル ク と の
和 値 か ら エ ン ジ ン ト ル ク 推 定 値 を 差 し 引 い た 値 と し 、
　 こ の 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 、 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 9で 図 4に 示 す ご と く モ ー
タ /ジ ェ ネ レ ー タ コ ン ト ロ ー ラ 22へ 指 令 す る 。
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【 ０ ０ ６ ９ 】
　 よ っ て 、 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ 回 転 を モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク 制 御 に よ り 目 標 値
に 保 つ ス リ ッ プ 回 転 フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 が 行 わ れ る 共 に 、 エ ン ジ ン ト ル ク 分 が 車 輪 2へ 余
分 に 伝 達 さ れ て 駆 動 力 が 目 標 駆 動 力 tFoを 越 え る こ と の な い よ う に し 得 る 。
　 こ こ で 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ 回 転 目 標 値 は 、 前 記 の 設 定 値 Δ Nc1以 上 で あ る が 、 車 輪 2
へ の 駆 動 力 変 動 を 許 容 範 囲 内 の も の に す る の に 必 要 な 下 限 値 と し 、 エ ン ジ ン 始 動 中 に お け
る ト ル ク 変 動 や 第 1ク ラ ッ チ 6の 締 結 シ ョ ッ ク が 車 輪 2へ 伝 達 さ れ る の を 緩 和 し 得 る よ う に
な す 。
　 な お 本 実 施 例 で は 、 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ 回 転 を 目 標 値 に 保 つ の に モ ー タ /ジ ェ ネ レ
ー タ ト ル ク 制 御 に よ り こ れ を 実 現 す る こ と と し た が 、 こ の 代 わ り に 、 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達
ト ル ク 容 量 制 御 に よ り 目 標 ス リ ッ プ 回 転 を 維 持 す る よ う に し て も よ い こ と は 言 う ま で も な
い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 96で エ ン ジ ン 始 動 が 完 了 し た と 判 定 す る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ 98に お い て 、 目 標
モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 駆 動 力 tFo分 と 、 第 1ク ラ ッ チ 6の 伝 達 ト ル ク 分 と 、 第 2ク
ラ ッ チ ス リ ッ プ 制 御 分 ト ル ク と の 和 値 と し 、
　 こ の 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 、 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 9で 図 4に 示 す ご と く モ ー
タ /ジ ェ ネ レ ー タ コ ン ト ロ ー ラ 22へ 指 令 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 11の ス テ ッ プ Ｓ 81で 目 標 運 転 モ ー ド が EVモ ー ド と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 83で 現 在 の 運 転
モ ー ド が HEVモ ー ド と 判 定 す る 場 合 、 つ ま り 、 HEVモ ー ド か ら EVモ ー ド へ 運 転 モ ー ド を 切 り
換 え る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 86に お い て 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の 目 標 ト ル ク tTmを EVモ ー
ド へ の 移 行 時 用 の 目 標 値 に 設 定 し 、
　 こ の 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 、 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 9で 図 4に 示 す ご と く モ ー
タ /ジ ェ ネ レ ー タ コ ン ト ロ ー ラ 22へ 指 令 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ 81で 目 標 運 転 モ ー ド が EVモ ー ド と 判 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ 83で 現 在 の 運 転 モ ー ド
も EVモ ー ド と 判 定 す る 場 合 、 つ ま り 、 EVモ ー ド を 保 つ べ き で あ る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ 87に
お い て 、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを EVモ ー ド 用 の 目 標 値 に 設 定 す る 。
　 か か る EVモ ー ド 用 の 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmは 、 図 14に 示 す 制 御 プ ロ グ ラ ム
に よ り 求 め る 。
　 つ ま り ス テ ッ プ Ｓ 99に お い て 、 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 駆 動 力 tFoに 相 当
す る 値 と し 、
　 こ の 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク tTmを 、 図 5の ス テ ッ プ Ｓ 9で 図 4に 示 す ご と く モ ー
タ /ジ ェ ネ レ ー タ コ ン ト ロ ー ラ 22へ 指 令 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 記 し た 実 施 例 に な る 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 制 御 の 作 用 効 果 を 、 HEVモ ー ド で の 走
行 中 に ア ク セ ル 開 度 APOが 図 15に 示 す ご と く 瞬 時 t1に 低 下 さ れ 、 瞬 時 t2に 再 度 増 大 さ れ た
結 果 、 図 示 の よ う な 要 求 駆 動 力 tFo（ 実 駆 動 力 を Foで 示 し た ） の 変 化 に よ り 、 図 示 の よ う
な 車 速 VSPの 変 化 を 伴 い つ つ 、 瞬 時 t1に HEVモ ー ド か ら EVモ ー ド へ の 切 り 替 え 要 求 が 発 生 し
、 瞬 時 t3に EVモ ー ド か ら HEVモ ー ド へ の 切 り 替 え 要 求 が 発 生 し た 場 合 の タ イ ム チ ャ ー ト に
よ り 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 車 輪 駆 動 力 の 少 な く と も 一 部 と し て モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5か ら の 動 力 を 用 い る HEVモ ー
ド 、 HEV→ EVモ ー ド 切 り 替 え 時 、 EV→ HEVモ ー ド 切 り 替 え 時 の う ち 、
　 HEVモ ー ド で は 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2が 、 図 6の ス テ ッ プ Ｓ 14（ 詳 し く は 図
7） に お い て 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の ト ル ク 分 担 分 の 伝 達 ト ル ク 容 量 を モ ー タ /ジ ェ ネ レ
ー タ ト ル ク と モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 （ 例 え ば 1． 0） と に 基 づ き 、 エ ン ジ ン の ト
ル ク 分 担 分 に つ い て の 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 と 切 り 離 し て 求 め ら れ 、
　 ま た HEV→ EVモ ー ド 切 り 替 え 時 は 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2が 、 図 6の ス テ ッ プ
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Ｓ 18（ 詳 し く は 図 9） に お い て 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の ト ル ク 分 担 分 の 伝 達 ト ル ク 容 量
を モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク と モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 （ 例 え ば 1． 0） と に 基 づ
き 、 エ ン ジ ン の ト ル ク 分 担 分 に つ い て の 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 と 切 り 離 し て 求 め
ら れ 、
　 EV→ HEVモ ー ド 切 り 替 え 時 は 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2が 、 図 6の ス テ ッ プ Ｓ 16
（ 詳 し く は 図 8） に お い て 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の ト ル ク 分 担 分 の 伝 達 ト ル ク 容 量 を モ
ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク と モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 （ 例 え ば 1． 0） と に 基 づ き 、
エ ン ジ ン の ト ル ク 分 担 分 に つ い て の 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 と 切 り 離 し て 求 め ら れ
る た め 、
　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の ト ル ク 分 担 分 に つ い て 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 求
め る 時 の 安 全 率 が 適 切 で 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の ト ル ク 分 担 分 に つ い て 第 2ク ラ ッ チ 7の
伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2が 過 大 に な る こ と が な く 、 こ の ト ル ク 容 量 の 過 大 に よ り 生 ず る 燃 費 の
悪 化 や 動 力 性 能 の 低 下 に 関 す る 問 題 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5か ら の 動 力 の み に よ り 走 行 す る EVモ ー ド で は 、 第 2ク ラ ッ
チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 、 図 6の ス テ ッ プ Ｓ 19（ 詳 し く は 図 10） に お い て 、 以 下 の よ う
に し て 決 定 す る た め 、
　 つ ま り 、 第 2ク ラ ッ チ 7の ス リ ッ プ を 検 出 し 、 該 ス リ ッ プ の 検 出 ま で 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達
ト ル ク 容 量 を 低 下 さ せ 、 該 ス リ ッ プ の 検 出 時 に 第 2ク ラ ッ チ の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 増 大 さ せ
る 学 習 制 御 に よ り 、 EVモ ー ド で の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 求 め る た め 、
　 こ の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 、 第 2ク ラ ッ チ 7が ス リ ッ プ す る か 、 し な い
か の 臨 界 値 に 決 定 す る こ と が で き 、 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2が 過 大 に な る の を
限 界 ま で 抑 制 し て 、 燃 費 の 悪 化 や 動 力 性 能 の 低 下 に 関 す る 問 題 を 回 避 す る と い う 作 用 効 果
を 更 に 確 実 に 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 本 実 施 例 で は 、 上 記 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 用 の 安 全 率 を 例 え ば 1． 0と し 、 エ ン ジ ン
の ト ル ク 分 担 分 に つ い て 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 を 求 め る と き に 用 い る 安 全 率 （ 1
． 3） よ り も 低 く し た か ら 、
　 エ ン ジ ン ト ル ク が 静 的 な 不 定 分 や 脈 動 を 内 包 し 、 且 つ 、 動 特 性 を 持 っ た も の で あ る の に
対 し 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5は エ ン ジ ン 1に 比 べ て 、 ト ル ク の 静 的 な 不 定 分 や 脈 動 が 少 な
く 、 制 御 の 応 答 性 も 高 い 事 実 に 良 く 符 合 し 、 上 記 の 作 用 効 果 を 顕 著 な も の に す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 さ ら に 、 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2の 演 算 に 際 し 、 図 7の ス テ ッ プ Ｓ 25に お け
る ご と く 、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の 回 転 変 化 に 伴 う 回 転 イ ナ ー シ ャ 分 だ け 補 正 し た モ ー タ
/ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を 用 い て 演 算 す る た め 、
　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5の 回 転 変 化 に 伴 う 回 転 イ ナ ー シ ャ 分 に よ る 影 響 を 目 標 第 2ク ラ ッ
チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2か ら 排 除 し て 、 こ の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 更 に 正
確 な も の に す る こ と が で き 、 前 記 の 作 用 効 果 を 更 に 顕 著 な も の に し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 上 記 し た 実 施 例 で は 省 略 し た が 、 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2の 演 算 に 際 し
、 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5か ら 駆 動 車 輪 3に 向 か う ト ル ク 変 化 を 惹 起 す る 摩 擦 力 で 消 費 さ れ
る ト ル ク 分 だ け 低 下 さ せ た モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を 用 い て 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達 ト ル
ク 容 量 tTc2を 演 算 し た り 、
　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 5か ら 駆 動 車 輪 2に 向 か う ト ル ク 変 化 を 惹 起 す る 補 機 の 駆 動 に 費 や
さ れ る ト ル ク 分 だ け 低 下 さ せ た モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク を 用 い て 第 2ク ラ ッ チ 7の 伝 達
ト ル ク 容 量 tTc2を 演 算 す る こ と が で き る 。
　 こ の 場 合 、 上 記 の 摩 擦 力 や 補 機 駆 動 力 に よ る 影 響 を 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc
2か ら 排 除 し て 、 こ の 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 tTc2を 更 に 正 確 な も の に す る こ と が
で き 、 前 記 の 作 用 効 果 を 更 に 顕 著 な も の に し 得 る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 着 想 を 適 用 可 能 な ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の パ ワ ー ト レ ー ン を 示 す 概 略 平 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 着 想 を 適 用 可 能 な 他 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の パ ワ ー ト レ ー ン を 示 す 概 略 平
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 着 想 を 適 用 可 能 な 更 に 他 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の パ ワ ー ト レ ー ン を 示 す 概
略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 3に 示 し た パ ワ ー ト レ ー ン の 制 御 シ ス テ ム を 示 す ブ ロ ッ ク 線 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 制 御 シ ス テ ム に お け る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ が 実 行 す る 駆 動 力 制 御 プ ロ グ ラ ム の メ
イ ン ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 同 制 御 プ ロ グ ラ ム に お け る 第 1、 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 の 演 算 処 理 に 関 し た
サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 6の 制 御 プ ロ グ ラ ム に お け る HEVモ ー ド 用 目 標 第 1お よ び 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル ク
容 量 の 演 算 処 理 に 関 し た サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 図 6の 制 御 プ ロ グ ラ ム に お け る 大 駆 動 力 中 エ ン ジ ン 始 動 時 目 標 第 1お よ び 第 2ク ラ
ッ チ 伝 達 ト ル ク 容 量 の 演 算 処 理 に 関 し た サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 図 6の 制 御 プ ロ グ ラ ム に お け る HEV→ EVモ ー ド 切 り 替 え 時 目 標 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト
ル ク 容 量 の 演 算 処 理 に 関 し た サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 6の 制 御 プ ロ グ ラ ム に お け る EVモ ー ド 用 目 標 第 1お よ び 第 2ク ラ ッ チ 伝 達 ト ル
ク 容 量 の 演 算 処 理 に 関 し た サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 5の 制 御 プ ロ グ ラ ム に お け る 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク の 演 算 処 理 に 関
し た サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 11の 制 御 プ ロ グ ラ ム に お け る HEVモ ー ド 用 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク の
演 算 処 理 に 関 し た サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 11の 制 御 プ ロ グ ラ ム に お け る エ ン ジ ン 始 動 時 用 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト
ル ク の 演 算 処 理 に 関 し た サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 11の 制 御 プ ロ グ ラ ム に お け る EVモ ー ド 用 目 標 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク の
演 算 処 理 に 関 し た サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 5～ 14の 制 御 プ ロ グ ラ ム に よ る 動 作 タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 １ 　 エ ン ジ ン
　 ２ 　 駆 動 車 輪 （ 後 輪 ）
　 ３ 　 自 動 変 速 機
　 ４ 　 伝 動 軸
　 ５ 　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ
　 ６ 　 第 1ク ラ ッ チ
　 ７ 　 第 2ク ラ ッ チ
　 ８ 　 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ヤ 装 置
　 ９ 　 バ ッ テ リ
　 10　 イ ン バ ー タ
　 11　 エ ン ジ ン 回 転 セ ン サ
　 12　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 セ ン サ
　 13　 変 速 機 入 力 回 転 セ ン サ
　 14　 変 速 機 出 力 回 転 セ ン サ
　 15　 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ
　 16　 バ ッ テ リ 蓄 電 状 態 セ ン サ
　 20　 統 合 コ ン ト ロ ー ラ
　 21　 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ
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　 22　 モ ー タ /ジ ェ ネ レ ー タ コ ン ト ロ ー ラ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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